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概要

風致地区とは、都市の風致（自然の景色などの、おもむき。味わい。）を維持するため定められた地区のことです。
（都市計画法第９条第22項）
都市計画区域については、都市計画に、次に掲げる地域、地区又は街区を定めることができます。
・ 風致地区（他省略） （都市計画法第８条第１項第７号）
都道府県は、市又は人口、就業者数その他の事項が政令で定める要件に該当する町村の中心の市街地を含み、
かつ、自然的及び社会的条件並びに人口、土地利用、交通量その他国土交通省令で定める事項に関する現況及
び推移を勘案して、一体の都市として総合的に整備し、開発し、及び保全する必要がある区域を都市計画区域とし
て指定するものとします。（都市計画法第５条）

風致地区内における建築等の規制

風致地区内における建築物の建築、宅地の造成、木竹の伐採その他の行為については、政令で定める基準に従
って、地方公共団体の条例で、都市の風致を維持するため必要な規制をすることができます。（都市計画法第58条）

（都市計画法より抜粋）

都市計画区域内における開発行為等の規制

都市計画区域又は準都市計画区域内において開発行為をしようとする者は、あらかじめ、国土交通省令で定め
るところにより、都道府県知事、指定都市又は中核市（の区域内にあっては、当該指定都市等の長。）の許可を
受けなければならない。（都市計画法第29条第１項）

１. 風致地区
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（北海道のホームページ及び札幌市地図情報サービスより抜粋）

［風致地区 札幌市］［都市計画区域指定状況図］

○ EADASの風致地区には、北海道（道内市町村）の記載がありませんでした

（以下省略）
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１. 風致地区



概要

風力発電における鳥類のセンシティビティマップとは、風力発電の設置によりバードストライク等の鳥類への影響が懸
念される区域を、集団繁殖地や鳥類の分布情報等から、日本の沿岸域における風力発電に対する鳥類への影響を、
二次メッシュ単位で評価したものです。
「注意喚起メッシュ」は10kmメッシュの図面で、「鳥類の渡りルート」は地図上にラインで表示しています。
センシティビティマップは注意喚起を行うものであり、建設してはいけない場所を示した地図ではありません。

センシティビティマップ使用上の留意事項

・ 注意喚起レベルで「情報なし」としたメッシュは、重要種が分布しておらず、集団飛来地もないことから注意喚起レベ
ルが低いと評価された場合だけでなく、もともと鳥類の生息状況の情報そのものがない場合も含まれるため、「情報
なし」のメッシュであっても、環境影響評価の手続きにおいては十分な調査を実施してください

・ 注意喚起レベルを表示したメッシュの大きさは、10km四方で表示していますが、重要種や集団餌場・集団塒は必
ずしもメッシュ内の全面に分布しているわけではなく、メッシュ内のごく一部にだけに分布している場合も含まれます

・ 日中の渡りルートは、文献や有識者へのヒアリングにより推定したが、渡りのルートは地形や天候等の条件により
コースや幅が変化するため、表示する縮尺は１：2,311,162までとし、それよりも拡大した縮尺は表示してません

・ 注意喚起レベルの高いメッシュや、渡りルート上もしくはそれに近隣する地域で事業を計画する場合は、より高い保
全措置が必要になる可能性があることに注意して、事業計画を立案してください

（環境省のホームページより抜粋）２. 風力発電における鳥類のセンシティビティマップ
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［重要種］ ［集団飛来地］

（環境省のホームページより抜粋）
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２. 風力発電における鳥類のセンシティビティマップ



［注意喚起メッシュ］ ［注意喚起メッシュの拡大版］

（環境省のホームページより抜粋）

拡大
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２. 風力発電における鳥類のセンシティビティマップ


